
＜解 説＞ 
（１）株式会社Ｂの破産手続開始の申立てについて 
 破産手続は、申立権者が裁判所に破産手続開始の申立てをして、裁判所が
破産手続を開始する決定をしたときから開始します。破産手続を開始する決
定がされると、その決定の時から様々な法的効果が生じることになります。 
本事例の場合には、株式会社Ｂの取締役であるＣが裁判所に株式会社Ｂの

破産手続開始の申立てをして、裁判所が破産手続きを開始する決定をしたと
きに、株式会社Ｂは解散し、破産管財人が選任され、株式会社Ｂの資産の管
理処分は全て同破産管財人に委ねられることになります。このため、株式会
社Ｂの窓口は破産管財人になりますので、債権者がＣのところへ督促して
も、破産管財人への連絡を促すことで足ります。なお、株式会社Ｂの負債
は、破産手続のなかで清算されることになります。 

 
（２）相続放棄について 
 相続が開始した場合には、相続人は次の３つのうちのいずれかを無条件で
選択することができます。 
 ①相続人が被相続人の土地の所有権等の権利や借金等の義務をすべて受け

継ぐ「単純承認」 
 ②相続人が被相続人の権利や義務を一切受け継がない「相続放棄」 
 ③被相続人の債務がどの程度あるか不明であり、財産が残る可能性もある

場合等に、相続人が相続によって得た財産の限度で被相続人の債務の負
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Ａ Ｃは株式会社Ｂの破産手続開始の申立てを、相談者は相続放棄の申述をすることをお勧めし

ます。Ａの相続についての相続放棄の申述が受理されたとき以降、又は株式会社Ｂの破産手続

開始の申立てがあったとき以降は、債権者からの督促を拒否することができます。Ｃは原則と

してＡの債務についての連帯保証債務を免れることはできません。 

１ 相談の現場から ～ 知っておきたい あんなこと こんなこと 

 

Ｑ 最近、私の父Ａが死亡しました。Ａは株式会社Ｂの代表者でもありました。Ａにも株式会社

Ｂにも資産を超える負債があります。私の母Ｃは、株式会社Ｂの取締役で、適法にＡの負債の

連帯保証人になっています。Ａの相続人は私と C だけですが、私たちは資産も負債も引き継ぎ

たくはありません。どのように対応したらよいでしょうか。Ａや株式会社Ｂの債権者からの督

促が頻繁にあり疲れています。いつまでこの状態が続くのでしょうか。 

突然身内がなくなったら、とっても悲しいけれど、借金がある場合には悲し

んでばかりいられないよね。債権者から督促がくると自分が作った借金では

ないけど胸中穏やかではないよね。どうしたらいいのかなぁ。 

株式会社の負債

と、社長個人の

負債は別のもの

だから、それぞ

れ手続きが必要

なんだね！ 



 

担を受け継ぐ「限定承認」 
 本事例では、相談者は被相続人Ａの資産も負債も引き継ぎたくないという
意向ですので、②の相続放棄をすることになります。相続放棄をするには、
相続人が裁判所にその旨の申述をしなければなりません。そして、その申述
は、民法により自己のために相続の開始があったことを知ったときから３か
月以内にしなければならないと定められています。 
 相続放棄の申述が受理されると、相談者が被相続人の権利や義務を一切受
け継がないという効果が生じますので、債権者から督促があったとしても、
その督促を拒否することができるようになります。 
 
（３）Ｃの連帯保証債務について 
 Ｃは、Ａの債務について連帯保証人となっています。そのため、相続放棄
をしたとしても Aの債務を免れることはできません。 
Ｃに資力がある場合には、債権者と支払いについて交渉することになりま

すが、Ｃに資力がない場合は破産手続開始等の申立てを検討することになり
ます。 

 
（４）負債と相続には上記のほかにも難しい問題がたくさんありますので、
司法書士にご相談ください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                              

司法書士総合相談センターしずおか 常設相談のご案内（相談は無料です） 
                                          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【電話相談】…予約は 不 要 です 

・月曜日～金曜日の１４時～１７時 

※火曜日は成年後見に関する専門の相談員が担当しています 

 ・電話相談は ☎ ０５４－２８９－３７０４ 

※他の相談者の関係から、相談時間は一人３０分程度となりますので、ご了承ください。 

【面談相談】…予約が 必 要 です 

 ・ご予約は ☎ ０５４－２８９－３７００ 

 ・面談会場は 

  〈静岡会場〉静岡県司法書士会館  …毎 週（火・金）１４時～１７時 

〈浜松会場〉浜松市福祉交流センター…毎 週  （木）１４時～１７時 

〈三島会場〉三島商工会議所    …毎 週  （火）１４時～１７時 

〈下田会場〉下田市民文化会館   …毎月 第３（金）１３時～１６時 

〈細江会場〉浜松市北区役所    …毎月 第１（水）１３時～１６時 

〈天竜会場〉浜松市天竜区役所   …毎月 第１（水）１３時～１６時 

※他の相談者の関係から、相談時間は一人３０分程度となりますので、ご了承ください。 

相続放棄をした

ら、資産に手を

付けないように

注意しよう！ 

 
 

○相続した不動産の名義を変更したい   ○敷金・賃料トラブルで困ってる 

○借金がいっぱいでどうしたらいいのか  ○相続問題はどうしたらいいのか 

○親族が認知症で困っている       ○お金のトラブルで困っている 

○新しく会社を設立したい        ・・・・・など 

こんな内容で困っている方 

そんな時は、迷わずご相談ください！ 電話や面談で対応します！ 

破産は生活再建

の第一歩！勇気

を持って相談しよ

う！ 

新型コロナウイルス感染症の影響により、 

当面の間、面談相談を中止しております。 


